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〒396-0025 長野県伊那市荒井3500-1        

伊那市生涯学習センター5F  

TEL/FAX：0265-76-7627   

E‐ｍａｉｌ：info@kksc.org 

 

２０２３年度  

活 動 報 告 書 

 さくら国際高等学校 伊那キャンパス 生徒作品展  

   （会期：2023年11月18日～11月26日 会場：伊那市立図書館 ギャラリー） 
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                 ＮＰＯ法人子ども・若者サポートはみんぐ  理事長   戸枝智子 

2023年度 総括 

 2023年度は、昨年度に引き続き組織の基盤強化を進めました。小中支援もさくら国際高等学校 伊那キャン

パスも希望者の増加によるスタッフの不足やスペースの確保等々目の前に立ちはだかる解決すべき課題の解決

に向けて、縄さんをはじめとしたはみんぐの事務局スタッフ、各事業で子どもたちに寄り添い伴走者として

日々支援しているスタッフの皆さんによって無事に一年を乗り越えることができたというのが実感です。感謝

の気持ちでいっぱいです。これからも一つ一つチームワークで乗り越えていきたいと思います。 

総括として以下の3点をあげました。 

 2020年度～2022年度の3年間を休眠預金の助成事業「子どもの居場所とネットワーク事業」が終了し、今年

度度は、予算額を縮小して運営せざるを得ない状況となりましたが、こども家庭庁ができたことにより、駒ケ

根市と伊那市から補助金を支給していただき、不登校の子どもたちの家庭に受益者負担金をお願いすることな

く事業を実施することができました。 

 長野県次世代サポート課が中心となって、信州型フリースクール認証制度の検討会がスタートし、義務教育

の「義務」は、国や自治体の義務だということ、子どもたちの休息の保障と地域の居場所の重要性を謳った

「教育機会確保法」、子どもまんなか社会の実現に向けて生まれた「こども基本法」について話題に上がるよ

うになったことは、時代の変わり目が来ていることを感じました。 

 さくら国際高等学校 伊那キャンパスは、生徒の増加に伴って、スクーリング会場の不足、教職員及び事務

局員の不足をいかに解決していったらいいのか悩む年でした。伊那キャンパスの受け入れにあたり入学者の選

考をせざるを得ない状況も続いています。高校の在り方も、ＮＰＯ法人子ども・若者サポートはみんぐのミッ

ションに関わる大きなテーマであるので、どんな高校を創り上げていくべきか協議を重ねていきたいと思いま

す。 

 長野県次世代サポート課の委託事業「長野県南信子ども・若者サポートネット」を昨年度より、認定ＮＰＯ

法人フリーキッズ・ヴィレッジが受託したので、「若者の居場所 おるら」の実施に当たっては、フリーキッ

ズとの連携により継続することができました。 

 

2024年度 抱負 

新スタッフでの事務局体制３年目となりさらに組織の基盤強化・安定化図っていく年となります。 

そのために必要なこととして、ミッションの確認と共有、長期ビジョンと短期ビジョンの明確化、はみんぐ

の各規約の作成に向けての検討、財源の確保(ファンドレイジングの強化)、スタッフの資質の向上等々、課題

は山積みです。 

さまざまな困難がありますが、迷ったり悩んだりしたときに立ち帰る場所は、はみんぐの「ミッション」で

す。ミッションの達成は、日々の積み重ねの先にしかありませんが、周りの状況に振り回されて見失うことの

ないようにしていきたいです。 

        ーすべての子ども・若者が自分の人生を生きられるために― 

   第２章 目的及び事業 

  （目的） 

   第３条 この法人は、青少年及びそれに関わる個人、法人、その他団体等（以下、青少 

   年等という。）に対して、子ども・若者に寄り添った多様な自立支援をおこなうとともに、           

   本人・家族の孤立を防ぎ、だれにでも居場所と出番のある包容力のある豊かな地域社会をめ        

   ざす活動をもって、すべての人が生きやすい社会の創造に寄与することを目的とする。 
 

また、ここ数年、子どもたちへの直接支援に追われ、上伊那地域をエリアにしたネットワーク構築のための

活動ができませんでした。来年度は、各自治体を越えてつながる活動もしていく必要を感じています。 

子ども・若者の声に耳を澄まし、当事者視点による本当に求められている支援とは何か、子どもの権利条約

に則った家庭・地域・学校にしていくために何が必要か、子ども・若者の最善の利益とは何か、多様な学びと

は何か等々について、研修や対話を通して多くの方々と考えていきたいです。 
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 組織図 スタッフ数 

事業内容 

・居場所「オルタ」 

・スポーツ（伊那） 

・森カフェ（駒ケ根） 

・学習支援 

・親の会 

 

スタッフ：13人 

事業内容 

・通信制高等学校 

 高校卒業資格取得 

・他地域学習センター 

 スクーリング受入れ 

 

 

スタッフ：28人 

相談・コーディネート件数 

事業内容 

・居場所 

・親の会 

・研修会・講演会講師派遣 

・相談 

 

 

スタッフ：4人 

若者の居場所「おるら」 

● 相談件数     261 件     2024年3月31日現在 

● 支援児童・生徒・若者 実人数              

    伊那市 
南箕輪

村 
箕輪町 宮田村 駒ケ根市 飯島町 中川村 辰野町 その他 合計 

小中   25 2 1 0 8       1 37 

中学卒                     0 

さくら国際高

校 

1 年 11 1 4 3 3 0 0 2   24 

2 年 11 0 1 0 1 0 0 1   14 

3 年 12 0 4 1 3 0 0 1   21 

卒業生 1   1         1   3 

若者の居場所 居場所 13 5 3   1     2   24 

  合 計 73 8 14 4 16 0 0 7 1 123 

   比率 59% 7% 11% 3% 13% 0% 0% 6% 1% 100% 
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伊那親の会  

開催日： 毎月第１，３火曜日 夜間、昼間で実施 

会 場 ：オルタ、はみんぐ事務所 他 

駒ヶ根 親の会  

開催日：毎月第2水曜日 10：00～12：00 

会 場：赤穂公民館 

中川村 親の会   

開催日：毎月第3金曜日 19：30～20：00 

会場：中川村文化会館 

延べ参加者数 165人 

  

（１）利用者数 

回数 利用延べ人数 平均利用者数 

 

 

 

 

 

          

※1 昨年は、水・金の午後スポーツとしたが、今年度は、金を居場所活動に含め、水のみスポーツとした。

※2 自然体験は、大人参加者も含む。 

（２）活動時間と内容 

  ①居場所（オルタ）   月曜日・金曜日 １０：００～１５：００ 

    調理活動11回、制作活動2回、七夕飾り、ハロウィン、クリスマス会、ダンス、文化祭、餅つき、卒業式 

    他施設での活動（みはらしファーム パン作り、プラネタリウム鑑賞、旭座映画鑑賞） 

  ②スポーツ（伊那市民体育館と伊那市内公園）  水曜日１３：００～１５：００ 

    バドミントン・卓球・バスケット・バレー・ドッチボール、鬼ごっこ等、 

    伊那市内公園でマレットゴルフ ・ 川遊び・フィールドアスレチック等（１回） 

 スキー1回・高遠まち歩き参加 

  ③自然体験（駒ヶ根市キャンプセンター）森カフェ 木曜日12：00～16：00 

    サイクリング3回（内1回は諏訪湖1周）、駒ヶ根ｷｬﾝﾌﾟｾﾝﾀｰでの焚き火体験、生き物探し2回、スキー1回 

  親子登山1回・川遊び・ｱｻｷﾞﾏﾀﾞﾗ観察（宮田村公園）・ファイヤーサイドでたき火体験 

小中支援         ①居場所活動 

事業名 開催回数 利用延べ人数 平均利用者数 

居場所 オルタ 91回 949人 10.4人 

※1スポーツ 伊那市内 46回 412人 9.0人 

※2自然体験 駒ヶ根市内 31回 282人 9.1人 

小中支援       ②学習支援 

小中支援       ③学校に行きにくい子どもと歩む親の会 

1回 60分 マンツーマンによる学習支援 

週1回、月4回として実施 

1回 500円 チケット制  

実施地域：伊那市 

支援回数：96回 

利用児童生徒：4名 

本人の希望や体調に合わせて実施した。 
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 オルタでは月１回の調理活動をやって

きました。今年度はお菓子づくりだけで

なく、カレーや餃子づくりなど昼食づく

りも行いました。利用者は小学１年生か

ら中学３年生までと幅広いですが、自

分のできる活動に取り組んでいます。

午後は多目的室で各自のできる運動に

取り組んだり、みんなでドッチボールな

どもしました。 

 ８月の伊那まつりのはみんぐ連にもオル

タから参加しました。 

 有志で踊りを何回も練習し、当日は見事

に踊ることができ参加者は大満足でした。 

 アクセサリーづくりやスライムづくり、ビーズ

使った工作など各自の興味に合わせてつくりまし

た。１２月は講師の方に教えていただいて、クリス

マスツリーづくりを行い、家で飾りました。 

また、昨年に引き続き、１２月に文化祭(ｵﾙﾀﾌｪｽ)を

開き、家族や友達、先生を招待しまして喫茶も行

いました。お菓子の準備から接客まで、協力して

楽しくできました。 

 水曜日の午後は伊那市民体育館で身体

を動かしました。それぞれがやりたいス

ポーツを行ったり、時にはみんなで、ソフ

トバレーやドッチボールを楽しみました。

冬には伊那ｽｷｰﾘｿﾞｰﾄでスキー・スノボ体

験も行いました。みんなどんどん上達し、

時間を忘れて滑りまくりました。 

 駒ヶ根の森カフェでは、たき火を囲んで子どもだけでなく大人も、自分たちで火をつけ食材を焼き、

ゆったりとした時間を楽しみました。たき火だけでなく、サイクリングや生き物探し、親子で山歩きなど

自然を満喫しました。この体験をきっかけに、キャンプ用品をそろえたり、自分用の自転車を購入して

サイクリングを始めた家庭もありました。 

居場所オルタ・スポーツ・森カフェ他 活動の様子 
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令和5年度 

  令和5年度は、入試を実施して初めて迎える年となりました。15人の出願があり、13名の新入生を迎え

ました。入試を実施することは、さくらスタッフ、NPOスタッフ間で、何度も議論を重ねました。NPO法人の

理念としては、困難や生きづらさを抱え、希望してきた生徒はみんな受け入れてあげたいが、受け入れた生

徒一人ひとりとしっかりと関わり高校生活を過ごさせてあげたい想いと相反する想いがぶつかり合い、話し

合いは平行線が続きました。最終的には、いつかは全員を受け入れる体制を整えていこうとなり、渋々入試

を実施しました。生徒数が増えてきたことや、2年間の入試実施を経験し、今後の伊那キャンパスの在り方

をNPOはみんぐとして示す必要があり、内部で話し合いの日々が続いています。そんな課題も抱えつつ、令

和5年度も生徒たちと1日1日を大切に学校活動を行いました。写真で1年間を振り返りたいと思います。 

4/13（木）入学式 

新入生13名、転入生3名を向かえました。 

5/10（水）歓迎会 

 生徒が自主的に運営し、盛り上がりました。 

生徒会 

 生徒会活動も2年目となり、生徒会長を中心に学校

を盛り上げていこうと活動してくれました。 

学年ごとの特別活動 

今年度から学年ごとの活動をはじめました。 

マンツーマン所業の様子 
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  3年生の進路状況 

  進学 4年生大学 2 

     短期大学 0 

令和5年度在籍者生徒数 ：50名    専門学校 2 

所属 人数   就職 県外 2 

1年生 14    県内 3 

2年生 22  自営  1 

3年生 15   アルバイト  2 

合計  その他  2 51 

      14 

       

総合学習 

学年ごと「地域」をテーマに開催しました。 

9/20（木） 日帰り研修旅行 （愛知） 

 愛知航空ミュージアム、名古屋城、 日間

賀島へ行ってきました。 

10/26（木）～   28日 文化祭 （桜蘭祭） 

1日目：開催式、スポーツフェス 

2日目：調理 

 

3/6(木) 卒業式  令和5年度は、14名が卒業しました。 
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 はみんぐでは、さまざまな理由で社会との繋がりにくさを持つ若者の孤立を防ぎ、安心して過ごせる居 

場所として伊那市駅から徒歩3分ほどの、伊那市荒井錦町にある一軒家、「おるらの家」を運営しています。 

義務教育修了後の15歳以上の若者を対象としていますが、利用の年齢制限は緩やかです。また、当事者の 

ご家族を支えるために毎月親の会も開催しています。２０23年度から自主運営となり、週2回から週1回の 

開催となりました。 

 

 

 

 

 

 コン年度も引き続き、スタッフ2名の他に、毎月1回、ピアサポートスタッフが来所し、相談を受けるなど、 

当事者の目線からも利用者の皆さんのサポートを行うことができました。 

また、長野県南信子ども・若者サポートネットと連携し、居場所運営を行いました。 

若者の居場所を始めて5～6年になりますが、何よりも繋がりを絶たないこと、見守っていくこと、孤立さ 

せないことが、若者のエンパワーメントに繋がっていると感じています。 

 県内、県外からの要請に応えて、当法人の高橋泰宏さんが、人権問題・発達障がい・精神障害・LＧBTＱ等の 

研修会、講演会の講師を務めました。 小学校から大学までの子ども・若者や行政職員、地域住民にとって 

当事者の声を聴く貴重な機会であることはもとより、学校内で生きづらさを抱えている子どもたちにとっ 

ても希望の灯を灯すことができています。それは、講演後のアンケートからも実感することです。今後も、各 

地の方々と深い学びの時を持っていきたいと思います。 
   

【講師（高橋泰宏）プロフィール】 

  はみんぐ講師・若者の居場所ピアスタッフ                                        
飯田市生まれ。高校時代に不登校を経験。 2007年、社会人の時、職場同僚との人間関係のトラブル  
から、精神疾患を発症。休職、ひきこもりを経て、2012年退職。2013年4月より、「上伊那圏域障がい
者総合支援センターきらりあ」にて、3年間ピアカウンセラーとして勤務。2019年4月より、「ＮＰＯ法人
子ども・若者サポートはみんぐ」で若者の居場所のピアサポートスタッフ、2020年4月より、長野県ピア
サポートネットワーク役員。ＷＲＡＰ（元気回復行動プラン）ファシリテーターとしても活動。 

 

【研修・講演実績】 

【研修・講演先】 

    日本福祉大学（愛知県）・松本市内小中学校・上田市内小中学校・東御市中央公民館・長野県看護大学・さくら国際

高校 伊那キャンパス・長野県教育委員会保健厚生課主催（オンライン）・松本市役所 市職員向け研修・飯田市内中

学校及び公民館・下條村中学校・諏訪校長会・飯島町役場・辰野高等学校（福祉コース２年生）・松本工業高等学校・ 

義務教育諸学校根羽学園・白馬ノルウェーヴィレッジ・大桑村中学校・長野市内公民館（地域住民向け）・更級農業高

等学校・稲荷山養護学校高等部分教室 ・飯島町喫茶もあい・喬木村中学校１年生・高遠高校福祉コース・伊那市役

所・池田工業高等学校３年生・塩尻総合文化センターなど 

 ＊ 講演依頼は、ＮＰＯ法人子ども・若者サポートはみんぐまでご連絡ください。0265-76-7627 

若者の居場所「おるら」 

２０23年度 居場所おるら 利用実績   

  開催日 時 間 利用者数（のべ） 開催数 

居場所 毎週 火曜日 13：30～17：30 255人 49回 

親の会 毎月 第2火曜日 10：00～12：00 29人 12回 

研修会・講演会 講師派遣 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

0 2回 4回 2回 3回 4回 7回 9回 6回 3回 4回 3回 47回 
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「若者の居場所おるら」を開いている    

「おるらの家」です。 

伊那市錦町裏通りにある一軒家で、落ち着いて 過ご

せる居場所です。 

ス タ ッ フ と カ ー ド

ゲームをしたり、お

茶しながらおしゃべ

りしたり、過ごし方

は自由です。 

12月には、サンタコスプレ

をして、楽しくクリスマス会

をやりました。 

利用者の若者のイラスト作品展をみん

なで見学に行きました。 

若者の居場所「おるら」の活動の様子 

 講演会の様子 新聞記事 

日本福祉大学 飯島町 講演会 
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「川崎市子ども夢パーク・フリースペースえん」視察報告 

                                                        林  孝一 

（所属：NPO法人法人子ども・若者サポートはみんぐ） 

   「川崎市子ども夢パーク・フリースペースえん」の視察に、伊那市の職員、教育委員の方、伊那市議会議員、子ども

たちに関わる地域の方々、関心のある方々と３月１日(金)に行ってきました。 

 ｢夢パーク｣は川崎市高津区に  2003年にオープンし、乳幼児から高校生までが利用している公設民営の遊び

場です。 

  つくるにあたって、川崎市では 2000年に｢子どもの権

利に関する条例｣を定めました。     

  国連で｢子どもの権利条約｣が採択され、発効したのが

1990年で、日本は1994年に｢子どもの権利条約｣を批准

しました。 

しかし、私自身もそうですが、日本では子どもは大人が

保護する対象で、一人の人間として権利を保障するという

考えはなかなか浸透せず、今に至っていると思います。 

こんな日本で、川崎市は20年以上前に｢子どもの権利に

関する条約｣を定め、その条文の中の第27条｢子どもの居

場所｣を根拠に｢夢パーク｣をつくりました。  

その背景には、川崎市は京浜工業地帯の中心地であり、

工場の排煙による公害問題、工場労働者の働く環境問題、在日朝鮮・中国人の人権問題等があり市民の人権意識

が高かったこともあるそうです。 

  敷地の前にはこの看板が掲げられており、「ありのまま、自分を取り戻す、自由に、安心して」という居場所のあり

方が示されていました。この27条があることで、その後、市長が3回代わったけれど存続しつづけ現在に至ってい

るということでした。 

 そして、｢夢パーク｣の使い方は、『ケガと弁当は自分持ち｢～禁止のない遊び場』と

いうことで、｢自分の責任で自由に遊ぶ」を合い言葉に、自分の限界に挑戦できる。

ときどきケガもするけれど、だから身につくこともある。たき火や穴掘り、工作やど

ろ遊び。成功も失敗も、すべてがその子自身の宝物です。「やってみたい｣がいっぱ

いある場所というコンセプトになっています。 

  敷地内には下のような看板がいくも掲げられており、子どもたちがのびのびと遊

んでいます。お母さん達も子どもとどろんこになっている姿もありました。若いス

タッフは近くで見守っていますが、「ダメ」とは言いません。 

 

    

川崎市子どもの権利に関する条例(理念) 

・安心して生きる権利 

・ありのままの自分でいる権利 

・自分を守り、守られる権利 

・自分を豊かにし、力づけられる権利 

・自分で決める権利 

・参加する権利 

・個別の必要に応じて支援を受ける権利 
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川崎市教育委員会学校教育部指導課長の決断 

「夢パークに開設しようとしている不登校児童生徒の居場所は、学校復帰を考えない居場所で、その

点で教育委員会教育部が責任を負う（ゆうゆう広場）とは異なる」 

「学校に行かないことも選択肢として認知するということは、あらためて子どもの最善の利益に立つと

いう考え方で、その根っこには子どもの権利条約がある。つまり、学校に行けないで苦しんでいる子ど

もを学校教育の縛りから解放し、いたるところが学びの場だという考え方である。それを川崎市とし

て認める必要がある」   

 

 

   

 

 

 

 

 視察した３月１日は昨夜まで雨が降っており、プレーパークのあちこちには水たまりができていましたが、手作り

のタワーや築山のトンネル、ターザンロープなどで子どもたちはどろんこになりながら楽しく遊んでいました。幼児

を連れたお母さん達は一緒に泥まみれでした。簡易シャワーが使える着替え室もあり、汚れることを気にしないで

遊べるようです。 

 全天候型のスポーツ広場もあり、その日は中高生と思われる

子がひたすらシュートしていました。 

  創作スペースでは１人の子が、スタッフと（地域の方かもしれま

せん）三線の練習をしていました。 

 木工製作ができる日があり、建物

周辺には廃材などがたくさん積ま

れていました。 

  その他にも楽器練習ができる防

音装置付きのスタジオがあったり、

のんびりまったり過ごせる「ごろり」という部屋もあったりと、子どもたちがやりたい

ことができる環境が整えられていました。 

 

不登校児童・生徒のための居場所「フリースペースえん」 

 

「子ども夢パーク」の建物の一角に「フリースペースえん」があります。ここは不登校児童・生徒ら（高校生も可）の

居場所です。 

2003年当時、公設民営方式の不登校対応支援施設は全国に例はなく、ここへ通えば籍を置く学校では出席扱

いとなりました。 

20年前はまだ、不登校は怠け、家庭に問題があるなどと言われていた時代に、「学校」を絶対視しない画期的な

チャレンジです。「カリキュラム」もない。子ども自身とスタッフが、自ら学ぶ内容を考え決めて行く。多様な学びの

場、育ちの場を保障しながら生きる力を養っていく居場所ができたのです。 

今でこそ、2017年に施行された｢教育の機会確保法｣の基本

理念の中に明文化されていますが、当時としては先見的な考え

であり実践です。   

視察を終え、伊那にもこの理念に立ったこどもたちの居場所

や多様な学びの場が必要だと強く感じています。かつては、街

中の空き地に群れて遊ぶ子どもたちを地域の人たちが見守り、

時に大切なことを教えてくれるような場所がありました。そんな

居場所が今、必要なのだと思います。 



14 

 最後に、「フリースペースえん」を運営している「認定NPO法人たまりば」の理念を紹介します。 

● 子どもの「いのち」を真ん中におき 

「子どもの最善の利益はなにか」を私たちは問い続けてきました。規制の制度や仕組みに子どもを無理やり合わ

せるのではなく、子どもの「いのち」のほうへ制度や仕組みを引き寄せたい。私たちはそう考えています。 

● ここで大切にしたいのは日々の「くらし」です。 

毎日、昼食をつくり、食卓を囲んでみんなで食べます。畑で野菜を収穫し、買い物に行き、協力してつくります。

「おいしい・うれしい・たのしい」でつながる仲間たち。「ひとりじゃない」･･････そこから安心が生まれます。 

● 誰ひとり取り残さない居場所づくり 

国籍や肌の色、「障がい」のあるなしを、ここで問われることはありません。また、経済的格差に関わりなく、誰で

も利用できます。いろいろな背景をもつ、異年齢の人たちがまざりあう混沌とした空間。それが「たまりば」です。

みんなで一緒に過ごし、さまざまなちがいをもつ他者と出会うことで、自分自身に気づき、子どもも大人も育ち合

う場･･････。それが1991年から変わらない、私たちのポリシーです。 

団体名：伊那市こどもの居場所ネットワーク 

 伊那市内で子どもの居場所を運営している4団体の

ネットワークです。2022年12月に準備会が立ち上がり、

2023年度から本格的に子どもたちの居場所の拡充を図

ることを目的に活動を開始しました。 

 伊那市子どもの居場所ネットワークＨＰ ⇒ 

 伊那市こどもの居場所ネットワークでは、令和

5年度に、こども家庭庁のモデル事業「子どもの

居場所をリアルとデジタルでつなぐ事業」を実施

しました。 

 ■子ども送迎サービス事業 

  伊那まちBASEと高遠みんなの楽校をつなぐ

こども送迎サービス「こどもバスBINGO」を月9

日間運行しました。 

 ■オンラインの居場所事業 

 オンライン上に伊那市内の各こどもの居場所を

マインクラフトで構築して、不登校の子どもたち、

スタッフが交流したり、居場所を知る機会を提供

する。 

 ■行政・民間合同研修事業 

 子ども相談室、教育委員、民生委員、社会教育

委員の方々と居場所のスタッフ27名で川崎市

子ども夢パーク」に視察に行きました。 

＊今年度から正式に発足した「伊那市子どもの居場所ネットワーク」の構成団体4団体の一つとしてＮＰＯ法人子ども・

若者サポートはみんぐも、伊那市内で居場所を運営する他の団体と一緒に活動しています。 
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ＮＰＯ法人子ども・若者サポートはみんぐの歩み 

  

私たちは、2003年に「上伊那子どもサポートセンター」を発足させ、不登校児童生徒の

支援活動を開始しました。 

しかし、活動開始後も子ども・若者を取り巻く環境は、度重なる災害・放射能問題・経

済格差・新型コロナウィルスの感染拡大・不安定な世界情勢など、ますます厳しいものに

なっています。そのような環境の中で、子ども･若者は、様々な問題に直面し、将来に希望

を描くことが困難な状況にあります。 

私たちは、支援活動を通して人の生き方を問い、どのように子ども･若者の未来を創って

いくべきかを真剣に考えてきました。そして、共に生きる社会のなかで、子ども・若者が

様々な価値観や人格にふれ、自己肯定感を高めながら視野を拡げて自立・成長できる環境

を創りたいと思いました。 

私たちは、一人ひとりの子ども・若者に寄り添った多様な自立支援を行なうとともに、

本人・家族の孤立を防ぎ、だれにでも居場所と出番のある豊かで包容力のある地域社会の

実現をめざしてこれからも歩んでいきます。 

 

 

〔これまでの経過〕 

2003年度 長野県教育委員会 民間主導の不登校支援策『子どもサポートプラン』実施により      

     任意団体「上伊那子どもサポートセンター」発足 活動開始。（～2005年度） 

2006年度 長野県教育委員会 『ＮＰＯ等による不登校児童生徒支援事業』受託 

2007年度 長野県教育委員会『不登校児童生徒支援ネットワーク整備事業』受託（～2009年度）  

2007年度 広域通信高校「さくら国際高等学校 伊那学習相談センター」開設          

2010年度 長野県教育委員会『笑顔で登校支援事業』受託（１年間）    

2013年度 内閣府「新しい公共による居場所づくりのためのモデル事業」に採択される 

     上伊那子どもサポートセンターが運営主体となり、「若者参加のまちづくり協議会」を  

     発足。その活動拠点として、「コミュニティ・カフェ セジュール」開所 

2014年度 上伊那子どもサポートセンターと若者参加のまちづくりを統合した団体としてNPO法人 

 設立を目指し準備会を発足 

2016年度 ＮＰＯ法人子ども若者サポートはみんぐ 設立 

2017年度 長野県次世代サポート課「南信子ども・若者サポートネット事務局」受託 

2018年度 広域通信制高校「さくら国際高等学校 伊那キャンパス」開校 

2019年度 信州子どもカフェ 上伊那子ども応援プラットフォーム事務局 

2020年度 休眠預金助成事業「子どもの居場所とネットワーク推進事業」（～2022年度） 

   若者と産業が息づく拠点allla(アルラ)１Ｆに小中児童生徒の居場所「オルタ」を開設 

2020年度 再開発による建物取り壊しのため「コミュニティ・カフェ セジュール」閉所 

2022年度 広域通信制高校「さくら国際高等学校 桜橋学習センター」をallla（アルラ） 

     に開設  ⇒2023年度は、伊那キャンバスのみの体制で運営 
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  ご協力・ご支援をいただいた皆様 

● 正会員様（理事含む）  1４名  

● 賛助会員様  69名 

  ・会費及び寄付総額：  488,500円 

  ・ご寄付いただいた皆様 

  ・伊那市 

  ・長野県みらいベース 

● 伊那市生涯学習センター様 

  ・団体事務室 学習会場  

● 公益社団法人 上伊那教育会様 

  ・学習会場  

● NPO法人伊那まちBASE 

  ・居場所 さくらカフェ（連携） 

● 認定NPO法人フリーキッズ・ヴィレッジ 

● （株）ファイヤー・サイド様 

  ・焚き火をとおした体験活動 

● 駒ヶ根キャンプ場 

  ・森カフェ 会場 

● 国際ソロプチミスト伊那様 

  ・さくら国際高校生徒 奨学金 

● 郷土愛プロジェクト様 

  ・キャリア教育 

● 地域の皆様 多様な学び講師他 

● 地域おこし協力隊の皆様 

♥ 他にも本当に多くの皆さんに、さまざまなか  

     たちでのお力添えをいただきました。          

    心より感謝申し上げます。 

はみんぐの活動は多くの支援を必要としています。皆様の応援が頼りです。 

ご支援よろしくお願いします。 

【はみんぐ会員制度について】 

会 費：正会員：5,000円/年    賛助会員：3,000円/年 

【会員登録・会費の方法】 

Ⓐ 事務所にご持参いただく or スタッフに手渡してください。 

Ⓑ 振込用紙にてお振込みください。 

  口座名：特定非営利活動法人子ども・若者サポートはみんぐ 

  振込先：八十二銀行 伊那市駅前支店 店番号 550  口座番号 349231 

     ◆振り込んでいただきましたら、電話、FAX、メールでご連絡ください。          

    後日、こちらから領収書を送らせていただきます。 

   ◆お気軽にお問合せ下さい。どうぞよろしくお願いします。 

 「自立」とは、一人で生きるのではなく、つながりの中で生きることです。         

私たちは、生きづらさを抱えている子ども・若者が、夢と希望を持って未来を切り拓いて

いくお手伝いをすると共に、誰もが孤立することなく、安心して暮らしていける地域社会

をめざして活動しています。 

NPO法人子ども・若者サポートはみんぐ 

〒396-0025 伊那市荒井3500-1 伊那市生涯学習センター5F 

TEL/FAX：0265-76-7627 

E-mail：info@kksc.org  


